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202５年度  地域巡検（嵐山）ガイダンス  

 

【地域巡検の目的】  

（１）ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ (植物観察を中心とした自然観察 )の手法を身につける。  

（２）地域の自然を見つめ直すことにより、旭川市周辺の自然環境を理解するとともに、

環境問題について考える。  

（３）グループで意見を交流することで知見や理解を深め、レポートにまとめる。  

（４）課題研究のテーマ設定を行う上での参考とし、自らが研究（探究）を行うイメージ

を持つ。  

 

【実施の流れ】  

 ２０２５年４月２８日 (月 )；事前指導   （ＳＳ研究Ⅰ×１コマ）  

      ５月  ２日 (金 )；巡検     （ＳＳ研究Ⅰ×４コマ）  

      ５月  ７日 (水 )：巡検予備日  

 

【巡検当日の日程】  

08 :50  嵐山公園センター集合 , SHR 

※電気軌道 33 番  １条８丁目 07 :54 発→近文 25 丁目 08 :15 着→徒歩 20 分  

09 :00  ガイダンス、外観察開始  

※嵐山展望台で集合写真  

※嵐山公園センターに戻って昼食。（ 12 時目処）  

12 :50  嵐山公園センター発  

※電気軌道３番  徒歩 20 分→旭岡３丁目 13:15 発→川端６条９丁目 13:23 着  

※自転車の場合は交通ルールを遵守し移動する  

      西高に到着次第、  

13 :40  通常授業（５校時）   

14 :45  通常授業（６校時）  

 

【引  率】  

 大西真一・徳長誠一・中里武浩・森田直文・石丸高志  

 

【当日の服装・持ち物】  

 西高指定ジャージ、帽子、トレッキングシューズ（運動靴でも可）、長靴、軍手、筆記

用具、巡検資料、昼食、水分、雨具（傘は不可）、タオル、必要に応じてジャンパー等の

上着、リュック等（手持ちカバンは不可）、虫除け、デジタルカメラ（携帯電話のカメラ

機能でも可。なければ担当教員に事前に伝えること）  

※巡検当日に配付するもの：ガバン、図鑑、インカム、ルーペ  
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【巡検における観察の観点】  

①  植物検索と図鑑の見方  

②  フ ィ ー ル ド サ イ ン マ ッ プ  

③  嵐山の植物（春の植物）  

④  土壌と植物（蛇紋岩地帯の植物）  

⑤  雪に対応した植物（日本海側要素植物）   

⑥  貴重な植物・絶滅危惧種   

 これらの観点をもとに、巡検終了後に個人でレポートを作成します。先生の話に常に耳

を傾け、しっかりメモを取ること。  

 

【巡検当日の注意事項】  

○昼食，飲み物等は現地で購入できません。各自で必ず準備してください。  

○公園内は動植物の採取は一切禁止です。  

○野外では肌の露出をできるだけ少なくすること。（危険回避）  

○遊歩道は傘を差しての移動は不可能ですので，  

必ずレインコート等の雨具を用意すること。  

○遊歩道は歩きにくく，状況によってはぬかるみ等がある場合も予測されます。必ず

歩きやすい靴（トレッキングシューズ，運動靴，長靴等）を準備すること。  

○気温が上がると虫類の活動も活発となります。  

タオル，虫除け等は各自で準備すること。  

○体調に応じて適宜水分補給をすること。  

○集団が散らばらないように注意し，単独行動は絶対にしないこと。  

 

【レポートの提出について】  

○巡検のしおりでメモやスケッチしたもの，および写真等を資料としてレポートを作

成してもらいます。作成に当たっては必要に応じて図書館や理科室の資料，インタ

ーネット等を活用してかまいませんが，必ず参考にした資料（インターネットの場

合は利用した HP のタイトルとアドレス）を明記して下さい。  

○５月９日（金） 16 :4 0 までにロイロノート（ガイダンス時に説明した別紙参照）に

データをアップロードする。  

 

○レポート作成期限   2025 年 5 月９日（金） 16:40 厳守すること  
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【嵐山の地形と植生】  各エリアの植生の様子を観察しよう  

〇（数が多い）  △（数が少ない）  ×（みられない）  

 

①  エリア１の植生の様子（A－B）  

 

 

②  エリア２の植生の様子（B－C）  

 

 

③  エリア３の植生の様子（D－E）  

 

 

植物名  エリア１  エリア２  エリア３  エリア４  

イチリンソウ      

エゾエンゴサク      

エゾタンポポ      

エゾノイワハタザオ      

エゾノリュウキンカ      

エンレイソウ      

オオカメノキ      

オオタチツボスミレ      

オオバナノエンレイソウ      

カタクリ      

キジムシロ      

キバナノアマナ      

ザゼンソウ      

セイヨウタンポポ      

ニリンソウ      

ハイイヌガヤ      

マイズルソウ      

ヤドリギ      
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【①  調査する植物を探して、実際に特徴を見てメモしておこう（グループで４種）】  

 

 

 

 

 

【②  次の植物を探してみよう（見つけたら写真を撮っておこう）】  

(ｱ)  苞（つぼみを包む葉）は紫色。中心に黄色の花があり、まるで仏様が座ってい

るように見える。  

 

(ｲ)  花は白色。茎の途中にハート型の葉を二枚つける。花が咲くと鶴が舞っている

ように見えることからこの名前がついたといわれている。  

 

(ｳ)  花は紫色の花弁６枚とおしべが６個で構成され、葉は根元から２枚生える。群

生し、春に一気に花をつける。  

 

【③  動物の痕跡を観察しよう（見つけたら写真を撮っておこう）】  

(ｱ)  エゾシカ（ヒント：食事、糞、足跡）  

 

 

 

(ｲ)  エゾリス（ヒント：落ちているクルミ）   

 

 

 

(ｳ)  エゾアカネズミ（ヒント：落ちているクルミや糞）  

 

 

 

(ｴ)  クマゲラ類（ヒント：ドラミング）  

 

 

 

【④  そのほか発見したものがあったらメモしよう】  
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【⑤嵐山の地学的考察】  

◎  嵐 山 で 見 ら れ る 主 な 岩 石  

① 赤 色 チ ャ ー ト               ② 緑 色 片 岩  

 

 

 

 

 

 

③ 蛇 紋 岩                  ④ 結 晶 質 石 灰 岩 （ 大 理 石 ）  

 

 

 

 

 

 

 

◎ 岩 石 の 循 環   

→ 変 成 岩 は 、 様 々 な 岩 石  

が も と に な り 形 成 す る  

 

 

 

 

 

 

 

特徴：  特徴：  

 

特徴：  

 

特徴：  
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◎ し ゅ う 曲 構 造  

                 ※ 『 し ゅ う 曲 構 造 』 は  

                  神 居 古 潭 で 見 る こ と が で き る  

。                     

              

 

◎ 変 成 岩 が で き る 場 所  

 

 

 

 

 

 

 

  

◎ 北 海 道 の 地 質 区 分  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      https: / /staff .aist.go. jp/ohta -e /geomap/  

か ら 引 用  

 

 

 

 

 

 

チ ャ ー ト ・ 石 灰 岩 ・  

泥 岩 な ど の『 堆 積 岩 』 

 
玄 武 岩 ・ は ん れ い 岩  

な ど の 『 火 成 岩 』  

 
マ ン ト ル （ か ん ら ん 岩 ） 

 

変 成 岩 は ど の よ う な と こ ろ で  

形 成 さ れ た か を 上 の 図 に 記 入 し て み よ う 。  

断 面 図  

https://staff.aist.go.jp/ohta-e/geomap/
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★《 課 題 》嵐 山 地 域 の 地 形 、河 川 の 流 れ 、基 盤 を つ く っ て い る 岩 石 に 着 目 し 観 察 し ，疑

問 を 上 げ て み よ う 。  

Quest ions  Answers  
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参考文献  
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参考資料  

花に関する用語  

 

花冠
か か ん

 花弁の総称だが内花被と外花被の形が異なる場合は、内花被だけを指す。離弁

花冠の個々を花弁といい、合着するものを合弁花冠ないしは単に花冠という。  

がく  花被のうち、外側に位置するもの。個々をがく片という。  

花
か

糸
し

 雄しべの葯を付けている糸状の柄  

花托
か た く

［花軸
か じ く

・花床・花盤］ がくや花弁、雄しべ、雌しべがつく部分。平面的に広がる

場合を花床、軸状になる場合を花軸といい、花床の一部が盤状に広がったものを

花盤という。  

花柱
かちゅう

 雌しべの柱頭と子房との間にある円柱状の部分  

花被
か ひ

 花冠とがくの総称。内花被と外花被（がく）に分かれる。  

花柄
か へ い

［花梗
か こ う

・小花柄］ １つの花を支える柄。複数の花の場合は花梗という。セリ科の

ように小さな花（小花）が密集する場合は小花の柄を小花柄という。  

果胞
か ほ う

 スゲの雌花を包む壺状の花被。花期には小さいが、果期に大きくなってかんさ

つしやすい。  

旗
き

弁
べん

 マメ科蝶形花冠の上側の花弁  

距
きょ

 がくや花弁の一部が中空でニワトリのけづめのような形で飛び出している部分。

スミレ・オダマキなど  

子房
し ぼ う

 被子植物の雌しべ下端の膨らんだ部分。種子のもととなる胚珠を包み果実とな

る。雌しべ全体は心皮という葉由来の器官で構成されている。  

雌雄
し ゆ う

異花
い か

 １つの花の中に雄しべか雌しべの一方しかない状態（≒単性果）。  

雌雄
し ゆ う

異株
い し ゅ

 雌花と雄花が別々の個体に生ずること。  

雌雄同株  雌花と雄花が同じ固体に生ずること。  

小花
しょうか

 キク科の頭花・イネ科の小穂など多数の花が集まって１つの大きな花のまとま

りを作る場合、その個々の花をいう。  

小穂
しょうすい

 イネ科やカヤツリグサ科の花序の基本単位となる部分。  

唇形
しんけい

（花冠） 合弁花冠の先が上下の２片に分かれ、それぞれを上唇・下唇という。シ

ソ科やゴマノハグサ科に見られる。  

唇
しん

弁
べん

 ラン科などの花の中央にある大きな花弁で特殊な形をしている。  
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ずい柱  ラン科やガガイモ科の雌しべと雄しべが合体したもの。  

総苞
そうほう

 花序の基部に多くの苞葉が密集したもの。１つ１つの苞葉を総苞片という。キ

ク科・セリ科に多い。  

側
そく

弁
べん

 中央にある唇弁に対しその両側に位置する花弁。側花弁ともいう。  

飾り花（中性花）  雄しべ、雌しべが退化した花。ノリウツギなど。  

点頭
てんとう

 花が頭を垂れて下を向く状態  

頭
とう

花
か

 柄のない花が多数短い花序の軸についたもので、全体が１つの花に見える。キ

ク科やマツムシソウ科などがその例。頭状花序ともいう。  

芒
のぎ

 イネ科の花の苞穎や護穎、カヤツリグサ科スゲ属の果胞鱗片などの先に出る剛

毛状の突起。のげともいう。  

副がく  がくの近くにある苞葉ががく状になっているもの  

仏炎苞
ぶつえんほう

 肉穂花序を包む大型の苞葉。ミズバショウなど  

閉鎖
へ い さ

花
か

 つぼみのような形のままで自家受粉して実を結ぶもの。スミレなど  

葯
やく

 花粉の入っている器官で花糸の先につく  

両性花  １つの花の中に雄しべと雌しべがある花  
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参考資料       野外に潜む危険  

①ヒグマ  

特徴：春先冬眠から覚めて冬の雪が深くなるまで活動します。北海道にいるクマ

はヒグマで臆病ですが獰猛（どうもう）で、道内でも毎年死亡例が報告され

ています。冬眠から覚める春の時期は特に空腹で気が立っています。旭川周

辺でもヒクマが目撃されています。  

対処：ヒトの気配さえあればクマは自分から離れ

ていきます。ただ、子連れクマやヒトの食べ

物を学習したクマは襲ってくることもあり

ます。クマと出くわしたら、クマの目を見な

がら持ち物はすべて捨てて、ゆっくりと後ず

さりをすること。それでも、クマが向かって

きたら意を決して戦うしかないでしょう。  

 

②スズメバチ  

特徴：スズメバチといっても数種類いるが一番被害が多いのはキイロスズメバチ

といって体長が２～３ｃｍの比較的小型のスズメバチです。スズメバチは

肉食で、攻撃意識が強く自分の巣に近づくものがあれば威嚇して攻撃して

きます。スズメバチに刺されると激しい痛みとともに心臓の動悸が激しく

なり、死に至ることもあります。  

対処：むやみに巣やハチのそばに近寄らないこと。も

し、ハチが威嚇してきた場合はかがみながら頭を

手で覆い、ゆっくりと来た方向に後ずさりするこ

と。手で払ったりすると逆効果になりますので注

意してください。刺されてしまったら、すぐに病

院にいって処置を受けます。  

 

 

③マムシ  

特徴：茶褐色で寸胴。小さなものはアオダイショウやシマヘビの子供と間違えや

すい。攻撃性は低いが、極度に近づいたり、踏んだりすると飛び掛ってくる

こともあるので要注意です。蛇は午前中は冷えた体を温めるため日当たり

の良いところでじっとしていますが、体が温まると逆に日陰に潜む性質が

あります。午後は特に、草むらや大きな石のあるところは要注意です。  

対処：近づかないことが一番。足元が見えない草む

らも注意する必要があります。特に河原は体

を温めたり、逆に日差しを避けたりと便利な

ので、蛇が多く出現します。もし、噛まれた

ときは、すぐに傷口から毒を口で吸出し（必

要ならナイフ等で傷口を広げて血液と一緒

に毒を外に出します）軽く止血をして病院へ

行き処置を受けます。  
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④ウルシ  

特徴：大きく分けて普通の樹木のように生えるヤマウルシといろいろなきに絡み

付いているツタウルシがあります。ウルシは人によっては近づくだけでか

ぶれる人もいますので注意してください。  

対処：むやみやたらと素手で植物に触らないこと。もし触れてしまってもかぶれ

ない人もいますが、かぶれてしまった場合はかいたりするとさらに広がり

ますので、速やかに病院にいって処置を受けてください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ダニ  

特徴：家庭にいるダニとは違い、山にいるダニは大きく肉眼でもはっきり識別で

きます。ダニは直接毒は持っていませんが一度噛み付くと、頭を皮膚の中に

埋めてひたすら血液を吸い続けます。やがて１ｃｍくらいまで腹部が膨ら

み気づくことが多いようです。  

対処：絶対に自分で引き抜かないこと。自分で引き抜く

とダニの頭部が皮膚の中に残されることがありま

す。昔は火にあぶると自然に外れたようですが、噛

まれたことに気づいたら病院で処置を受けてくだ

さい。  

 

⑥アブ  

特徴：飛んでいるときはスズメバチと間違えやすいが必要に追いかける性質があ

ります。ヒトの汗のにおいにひかれ、皮膚にとまると鋭いあごで皮膚を噛み

切り血をなめる。かまれると激しい痛みがあり、後

に腫れてかゆみが襲う。このかゆみはカと同じく、

血液を固まりにくくする成分による。  

対処：スズメバチかアブかをよく確かめること。アブだ

ったら手で払ってもかまいません。また、防虫剤は

効果がありません。予防のため皮膚の露出を少なく

するのはもちろんですが、薄い衣服であれば貫通し

て噛むこともあるので、厚手の衣類や皮膚と密着し

ない衣類などが効果的です。  
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花の咲く時期の違いで新しい植物が生まれる  
―初夏に咲くアキノキリンソウの進化学―  

                     堀江  健二  （旭川市北邦野草園）  

巡検コースの嵐山を中心として、2014 年より大学（京大、東大など）と共同調

査・研究を行ってきましたアキノキリンソウ（キク科）の論文が国際誌（英国）に

掲載されましたので、その概要を紹介します。  

アキノキリンソウの開花期は、名のとおり通常は秋です（通常の遅咲き系統）。

一方、数百メートルしか離れていない蛇紋岩地では、一ヶ月以上も早い初夏に開花

（蛇紋岩地の早咲き系統）するため、通常の遅咲き系統と花粉のやり取りができま

せん。  

 蛇紋岩地の早咲き系統の開花時期の違いが、新しい種に進化しつつあるかどうか

は、DNA 解析による遺伝学的な分析で検証することができます。そこで、北海道

のアキノキリンソウ 150 株の遺伝的変異を大学で詳細に調べました。その結果、

通常の遅咲き系統と比べて、蛇紋岩地の早咲き系統の遺伝的組成が大きく変化して

いることが分かりました。この結果から、開花時期が変化したアキノキリンソウの

中から、新しい種へと進化しつつあることを示すことができました。  

 従来、植物の進化には別々の場所に隔離されることが重要だと考えられてきまし

た（地理的な隔離）。しかし、本研究により開花時期が異なれば近接した場所であ

っても新しい種へと進化することが示すことができました（時間的な隔離）。  

本研究の成果は、植物の進化要因の解明に大きく貢献するものです。  

 

論文は 2017 年 8 月 21 日 ,  英国の植物学雑誌 New Phytologis t  に掲載されました。  
論文名： Simu l t aneou s  eva lu a t ion  o f  th e  e f fec t s  o f  geographic ,  env i ro nmenta l and   

tempora l  i so la t ion  in  eco typ ic  popu la t ion s  o f  S ol idago  v irg aurea   
著  者： Sho ta  Sakagu chi ,  Ken j i  Ho r i e ,  Naoko  I sh ikawa,  A t su sh i  J .  Nagano ,  Masak i  

Yasugi ;   Hirosh i  Kudo h ,   Mo tomi  I to   

 

詳しくはインターネットで「アキノキリンソウの進化学」と検索してください  

・京都大学のホームページ     
ht tp: / /www.kyoto-u.ac . jp/ ja/ research/research_resul ts /2017/170821_1.html  

・Academist Journal  
ht tps : / /academis t -c f . com/journa l /?p=5929   

 

★堀江園長は，先日「日本植物分類学会賞」を受賞されました。  

 

授賞タイトル：北海道の蛇紋岩地帯における植物の調査・研究  

授賞理由：  

「北海道を中心として維管束植物の分類や分布の研究を続けられ、当地の植物相の解

明に大きく貢献されました。とくに蛇紋岩地帯のフロラ研究では７種の固有植物を発

見されたほか、蛇紋岩地帯・石灰岩地帯のフロラを地域ごとに解析し、植物地理学的

観点から研究論文まとめています。またニッケル集積植物の特定や非蛇紋岩地帯の植

物との比較解析で成果を挙げられ、39 報の論文として出版されています。フロラ研究

においても４万点以上の貴重な標本を国立科学博物館や東京大学、旭川市北邦野草園

などに収蔵し、貴重な資料となっています。また、絶滅危惧種調査や環境省の希少野

生動植物種保存推進委員として尽力されてきたとともに、市民への普及活動や大学等

の研究機関の調査にも関わってこられました。」  

 このように堀江健二氏は、植物分類学および日本植物分類学会の発展に特に顕著な

貢献があったと認められましたので、その深い功績を称えて敬意を表し、日本植物分

類学会賞の授与といたしました。  

http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/research_results/2017/170821_1.html
https://academist-cf.com/journal/?p=5929

